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水稲の高品質・高位安定生産を目指して 

－早期水稲指標田の調査を実施－ 

６月１８日に、早期水稲の指標田【４月２０日田植えのコシヒカリ（飯塚市）と

夢つくし（宮若市）】の３回目の生育調査を実施しました。近年の気象変動の激し

い状況下において、指標田調査は作物の実際の生育状況が把握できるため、栽培指

導を行う際の重要な資料となります。 

２回目までの調査（１回目：５月 27 日 ２回目：６月５日）では、田植え後の

低温の影響で、平年に比べ草丈は低く、茎数は少ない傾向でしたが、６月に入り生

育は回復し、今回の調査では平年以上の草丈及び茎数まで増加しました。一方で、

幼穂はまだ観察されず、出穂期が平年に比べ遅くなる可能性が示唆されました。 

今回の調査結果は JA 等の関係機関と共有され、早期水稲の現状に応じた栽培管

理技術や病害虫対策の検討に利用されるとともに、今後実施予定の早期水稲講習会

や管理情報等を通じて、水稲生産者に情報が提供されます。 

普及指導センターは、今後も水稲の高品質・高位安定生産を目指して、水稲生産

者の支援を行っていきます。 

 

 

 

 

第 ２ 号 

問合せ先 

  ＴＥＬ  ０９４８（２３）４１５４ 

  ＦＡＸ  ０９４８（２９）４８６６ 

    e-mail iizuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 

  地域振興課 水田農業係 

調査風景（左：葉色調査 右：草丈・茎数調査） 


